
１ 塩化物量 

 

フレッシュコンクリート中の塩化物量測定方法は、ＪＡＳＳ５ Ｔ－５０２：２００９「フレッシュコン

クリート中の塩化物量の簡易試験方法」又はＪＩＳ Ａ １１４４：２００１「フレッシュコンクリート

中の水の塩化物イオン濃度試験方法」による。 

なお、ＪＩＳ Ａ １１４４においてチオシアン酸水銀（Ⅱ）吸光光度法や電位差滴定法等が規定されて

おり、いずれも精度の高い試験方法であるが、主に試験室等で行う化学分析であり、工事現場におけるフ

レッシュコンクリート中の塩化物量の検査、レディーミクストコンクリート工場における管理・検査に一

般的に用いられるのはＪＡＳＳ５ Ｔ－５０２によるフレッシュコンクリート中の塩化物量を簡便な塩化

物量測定器によって直接測定することによって行われる。 

 

１．１ 塩化物量測定器具 

 

塩化物量測定器は、フレッシュコンクリート中の塩化物量を直接測定できるもので、精度その他の性能に

ついて公的な機関（１）の評価を受けたものとする。これらの測定器は、フレッシュコンクリート中の水溶液

の塩化物イオン濃度が０．１～０．５％（Ｃｌ－／ｗａｔｅｒ）において、基準値に対し、±１０％以内の

誤差範囲内で測定できるものとされ、測定原理はおおむね以下の３タイプに分類される。 

 

注（１） 財団法人 国土開発技術研究センター（２０００年１２月、財団法人 国土技術研究センターに名称変更） 

 

（ⅰ）モール法 

毛細管中のフレッシュコンクリート中のブリーディング水を吸い上げさせ、重クロム酸銀（茶褐色）

と塩化物イオンとを反応させて白色の酸化銀を生成させ、白色に変色した部分の長さで塩化物イオ

ン濃度を測定するものである。 

 

（ⅱ）イオン電極法 

水溶液中の塩化物イオンと塩化物イオン選択性電極を用いて検出するもので、測定前にＮａＣｌ標

準溶液による初期の較正を行う必要がある。 

 

（ⅲ）電極電流測定法 

塩化物イオンと銀電極が反応するときの酸化還元電流を測定することによって水溶液中の塩化物イ

オン濃度を測定するもので、標準溶液による初期較正を必要とする。 

 

 

参考 主な技術評価を受けた塩化物量測定器 

測定器 測定原理 

塩分量測定計 カンタブ（標準品） モール法 

塩分濃度計ＣＬ－１Ｂ イオン電極法 

ＳＡＬＭＡＴＥ－１００ 電量滴定法 

検知管ソルテック 硝酸銀滴定法 

塩分測定器ソルターＣ－６ 電極電流測定法 

 

 



１．２ 塩化物量測定方法 

 

ａ）試料は、フレッシュコンクリート又はそのコンクリートからウェットスクリーニングによって分離し

たモルタルとし、１～３ℓ程度で測定対象のコンクリートから代表的な試料を採取するようにする。 

なお、場合によっては付属の加圧ろ過器によってブリーディング水を採取したり、フレッシュコンク

リートの粘性が高く、試料ろ液の採取が困難なフレッシュコンクリート試料を水によって希釈し、試験

に供する試料ろ液を採取する場合もある（ＪＩＳ Ａ １１４４ 附属書Ａ（規定）「試料ろ液の採取

が困難なフレッシュコンクリートからの試料ろ液の採取方法」）。 

 

ｂ）測定は、使用する塩化物量測定器に添付されたマニュアルによって行い、試料中の水溶液の塩化物イ

オン濃度を質量パーセントで表す。 

なお、測定は同一試料から採取した試料を３つに分け、それぞれを１回測定し、その平均値を小数点

以下２けたに丸めて水溶液の塩化物イオン濃度の測定値とする。 

 

ｃ）結果の計算は、ｂ）によって得られる測定値とそのコンクリートの計画調合に示された単位水量を用

いて次式によって計算し、その結果をフレッシュコンクリート中の塩化物量とする。 

なお、ＪＩＳ Ａ １１４４ 附属書Ａ（規定）の方法によって採取した試料ろ液を使用した場合は、

分析結果に希釈倍率を乗じた値とする。 

 

)/(1001 3mkgWCC wc 　　  

 

ここに、Ｃｃ：フレッシュコンクリート１ｍ３中に含まれる塩化物量（ｋｇ／ｍ３） 

Ｃｗ：水溶液の塩化物イオン濃度の測定値（％） 

Ｗ：計画調合に示されたコンクリートの単位水量（ｋｇ／ｍ３） 

 

 

なお、測定器の中には、換算計が組み込まれ、コンクリートの単位水量値を入力すれば、コンクリート１

ｍ３中の塩化物イオン量を出力するようになっているものもある。また、細骨材から塩化物を抽出して測定

することにより、細骨材中の塩化物を測定できるようになっているものもあり、管理用試験器として応用

することができる。 

また、コンクリート中に臭化イオン・ヨウ化物イオン・シアン化イオンなどが含まれていると、これらは

妨害イオンとなり、塩化物イオンとして分析される。通常のコンクリート中には、これらのイオンはほと

んど含まれないので問題ないが、混和剤によってはこれらを含むものもあるので、使用混和剤メーカーに

確かめておくとよい。そのほか、硫化物イオン・亜硝酸イオンなども妨害するが、これらの影響は、過酸化

水素水で酸化するなどの方法により除去できる。 



参考 塩化物量測定方法 モール法（カンタブ） 

 

 

 

 

カンタブの種類と測定範囲 

カンタブの種類 低濃度品 標準品 

測定範囲 

（水溶液濃度とし

てＣｌ換算％） 

０．００３ 

～０．０５ 
０．０５～０．５ 



 

判読例 

 

※赤枠内のように、条件によっては、カンタブの目盛で３前後まで茶褐色部分が黒っぽく変色し、白い変色の読み取りが困

難なことがあります。この場合は、塩分量の絶対値は求めることができませんが、その黒っぽく変色した部分以下の塩分量

であると判定されます。 



参考 「高炉スラグ骨材を用いたコンクリートの塩化物含有量測定方法」住金鉱化 株式会社（和歌山） 

 

１．試験水の採取 

 

（１）採取した生コンクリート表面上にハンドスコップなどを用いて切れ込みを入れる。 

 

（２）上記によりできた凹部にブレーディング現象による浮き水を集める。 

 

（３）浮き水をポリ製容器に約２０ｍℓ採水する。 

 

２．試験水の調整（妨害イオンを酸化処理する。） 

 

（１）過酸化水素水（濃度３０％）を用意する。 

 

（２）浮き水２０ｍℓに対し過酸化水素水を２ｍℓ加えて試験水とする。 

 

（３）容器を軽く揺らすか掻き混ぜる。 

 

３．カンタブによる測定 

 

（１）試験水にカンタブを差し込む。 

 

（２）カンタブが倒れないように注意し表示部の変色を待つ。 

 

（３）変色部の目盛りを読み取り、換算表にて塩素イオン濃度Ｃ´（％）を求める。 

 

４．試験値の補正とコンクリート中の塩化物含有量の計算 

 

（１）カンタブ測定塩素イオン濃度Ｃ´を補正する。 

 

３０％）：過酸化水素水（濃度　　　
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（２）コンクリート中の塩化物含有量を計算する。 

 

）単位水量（）物含有量（コンクリート中の塩化 33 /
100

/ mkg
C

mkg   



参考 カンタブを用いた細骨材中の塩分量測定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考 塩化物量測定方法 イオン電極法（ソルコン）  

 

塩分濃度計 ソルコン ＣＬ－１Ｂ型 

    

 

 

●測定方法 

 

（１）測定準備 

 

ａ）電極のゴムキャップを外し、電極を純水又は水道水で洗浄し水滴をとる。 

ｂ）しばらくの間電極を安定液に入れ、感度を安定させる。 

 

（２）校正 

 

ａ）本体電源スイッチを押し【ＯＮ】の状態にする。 

ｂ）しばらしして「コマンドセレクトメニュー」が出てくるので、その中の「コウセイ」を選択し、

【セット】ボタンを押す。 

ｃ）次に「コウセイメニュー」が出てくる。 

ｄ）電極を０．１％校正液に入れる。 

ｅ）ここで「０．１％コウセイカイシ」を選び、【セット】ボタンを押す。 

ｆ）約２分後にブザーが鳴るので再び【セット】ボタンを押す。 

ｇ）電極を水道水で洗浄し水滴を拭き取る。 

ｈ）電極を０．５％校正液に入れる。 

ｉ）ここで「０．５％コウセイカイシ」を選び、【セット】ボタンを押す。 

ｊ）約２分後にブザーが鳴るので再び【セット】ボタンを押す。 

ｋ）校正終了。 

ｌ）「中止コマンドメニューへモドル」を選び、【セット】ボタンを押してメニュー画面に戻る。 

ｍ）電極を水道水で洗浄し水滴を拭き取る。 

プリンタ表示

例 



（３）測定 

 

ａ）コマンドセレクトメニューから「生コンソクテイ」を選択する。 

ｂ）スイリョウヘンコウｋｇ／ｍ３を選び、【セット】ボタンを押すと「スイリョウヘンコウ」の表

示が出る。単位水量値を【▼▲】ボタンで合わせ、【セット】ボタンを押す。しばらくすると「生

コンソクテイ」画面に戻る。 

ｃ）生コンにセンサー部分を浸し、「ソクテイカイシ」を選択し、【セット】ボタンを押す。測定は、

約２分で終了しますので本体の表示部を読み取る。 

ｄ）測定終了後、【プリント】ボタンを押すと印刷を行う。 

ｅ）【◀ ▶】ボタンでメニューを点滅させ、【セット】ボタンを押すと「コマンドセレクトメニュー」

に戻る。 

 

※測定後、センサー部分に生コンが付着したまま放置すると生コンが固着してしまし、その後測定

できなくなるため、必ず水道水で洗浄し、ブラシで生コンを落とす。 

 

 

ソルコンの測定モードと測定範囲 

測定モー

ド 
生コンモード 細骨材モード 水溶液モード 

測定範囲 
０．００１～３．２４ｋｇ

／ｍ３ 

０．０００１～１．２０％Ｃ

ｌ－ 
０．０００１～１．２０％Ｃｌ－ 

 


